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調査日　群馬県森林組合連合会共販所　2月4日

　今日は立春である。　とは言え関東地方の寒さは今頃が一番寒い頃でもある。

裏日本は数十年に一回とか言う豪雪に見舞われている。もっとも最近では毎年のように

”数十年に一度”とか”これまで経験した事が無い気候変動”とか言う言葉が飛び出す陽気である。

おかしな言い方だが、これからは ”例年並みに、これまで経験したことが無い気象” と表現した

方が良いと思うほど毎年の様に記録が更新されている。　それも桁外れな幅で変動している。

裏日本の大雪の反動で、表日本ではこれも桁外れな異常乾燥が進行している

先日　車のラジオを聴いていたら。　公式な記録ではない様だが、東京で湿度　7％　だった。。

という話題があった。　植物が少なく暖房が多い都会ならではの数字であろう。　自然界では通常は

有り得ない数字である。　　小規模ながら山火事も頻発している様だが、消防関係者の警戒の

お陰で大きくなる前に制圧してくれている様だ。　先日　節分祭の折に神社に集まった人の話題で

「こないだのあそこの火事は消えたかい？」「えっ！そっちにも火事があったんかい」などと言う話があった

世界でも山火事が深刻な被害をもたらしているが、あちらの火元は落雷などの自然現象なのに対し

日本の山火事は、ほぼ100％人間が火元になっている。

日本の場合は一般の人の山に対する関心が薄い事が根底にある様な気がする。

　市の方は出荷量が減っている。　かつては今頃の季節は伐採に最も適した季節であったが、

今は3月の決算を見据えて、様々な事業の取りまとめに向かう時期にあたるため、新たな事業の

展開は少ない様だ。　今日の県森連の市は4.0ｍ材が多かったが、まとまった椪は無く　20㎥を

超える椪は、９０件の内　僅かに　３椪　だけだった。　後は残り物の整理と言った内容である。

　WEB入札になり、市日に顔を合わせる買い方は少なくなったが、相変わらず口をそろえて言っている

のは、「森林組合は丸太の使い方を知らなすぎる！」という事だ。

今回は残り物の整理的な物件が多かったので、なおさら浮き彫りになったようである。

3.0ｍ　の30㎝を超える物も見受けられ、もったいない限りである。

これらは市場から求められる寸法ではない。　売れるにしても中目材の材積に換算し直し、しかも

この寸法からは良い製品は取れないので、3.0ｍ中目材の相場より安い単価でなければ売れない。

単価の安さに加え、実際には中目材より材積が多い分　更に損失は大きくなる。　何よりも望まれて

売れて行く訳では無い事が残念であり、もったいないのだ。

この他にも４.0ｍの太い目回り材などは最初の玉伐りから失敗している。　目回り（目割れ）と言った

瑕疵は元玉の元口に現れる場合がほとんどである。　これを目割れの消える所まで切り捨てて

その上で正式な玉伐りを始めれば、まさに優良材になる。　目割れの入った瑕疵材とは雲泥の差だ。

3.0ｍ　で柱の適寸を超える物も、例えば2.5ｍに伐って、２×４材を生産している製材業者に直送

すれば、望まれて受け入れられる材になる。　そこから何玉か2.5ｍで造材した後、柱の適寸になる所で

３.０m造材をする。　そうすれば造材した材は皆　望まれて使い手の手元に届くのである。

　しかし残念ながら森林組合の造材は、何でもかんでも2.0mと3.0ｍに伐って効率を上げることに

徹している組合が多い様だ。　生産量のトップを行く組合ほどその傾向を強く感じる。

生産量だけで、生産能力の優劣を計るべきではない。

「こんな寸法に伐っていったい何に使うんだ？」　と聞けば　「さぁ～？知らんけど、効率が優先」　

という返事が帰って来る様では、山主に対しても、木に対しても申し訳なくは無いか？

そもそも何のための木材生産なのか見失ってはいないだろうか。



調査日　素材生産協同組合　２月5日

　こちらの市も年度末の影響を受けた市だったが、内容は前橋とは正反対の市になっていた。

群馬森林管理署は年度末の事業の締めに向かって、中間土場に残っている材を一気に

出荷している様で、今回の市には690㎥出ており、一般材を合わせると市全体では　1,200㎥になる。

国有林材には中間土場或いは広い山土場が有り、ここでいったん仕分けをした物を椪ごとに出荷する

ので実に整然としている。　690㎥　の内４.０m材が　526㎥　で 76%　３.０mの中目材は 113㎥ で16％ その他

あまり好ましくないと言っている 3.0m の28cm 以上の太い椪もあったが、これは　54㎥ に過ぎず

市場で売れる物を選んで持ってきている事が判る。 ６９０㎥ の内売れ筋の物だけで90％を占めている

中間土場或いは山土場であらかじめ仕分けをしていたとは言え、実に的確な仕分けであり

これを実現するには、生産しようとする素材の姿がハッキリと見えていなければ不可能である。

　国有林の場合　植林してから”収穫”(国有林ではこう呼ぶ)までが計画的に行われて、林産事業を行う

林齢がこの様な造材をやり易い環境に有っても、現在の原木需要に合わせて 4.0m 材を 80％

近く生産する事は、よほど原木の需要傾向を見据えていなければ出来ない事である。

　あまり考えずに造材をするプロセッサーオペレーターが伐れば、ほとんど 3.0m に伐っても

おかしくない太さである。　これは森林管理署の担当者が市場の研究を怠らず、生産を委託した

業者に事細かく指示を出しているか、或いは委託された業者の能力が高いかのいずれかであろう。

　管理署の担当者と言えども、細かく指示を出した後は入札結果を見守り、次の策を講じるまでだが

委託された生産業者は、良い結果を出す努力をしなければならない。

しかし　本来は自社直営の山で素材生産をする時には当然必要なスキルなのであるから

素材生産業者の能力による所が大きいのである。

今回　国有林の材の中で、8％ほどあった 3.0m で28ｃｍ以上の太い材は同じく 3.0m の中目材が 

12,000～13,000円/㎥ で落札しているのに対し、 10,600円/㎥　ほどしか値が付いていない。

この時同じ位の太さで 4.0m の物件を見てみると 12,000円/㎥ ほどで売れている。

これを見ても 30cm 以上の太い材を 3.0m に造材する事がいかに失敗しているかが判る。

もちろん 3.0m に伐る事がやむを得ない場合もあるから、不利な造材を100％排除する事は不可能

である。　今回の国有林材の 8% というのは良く出来た造材であると言えよう。

　今回の市で一般材として出品されているスギで、杉社木と言う表示が多く見られる。　ほとんどが

１本づつ市に掛かっている。　社木とは神社の境内のスギで、氏子から奉納された物であるから

伐採される事無く　 ２～３００年以上を生き延びた木で、年輪巾は　1mm 程度と言う希少な木材である。

神社に必要な ３要素 と言う物がある。　それは まず社殿は地面に立っている事。　ビルの屋上など

の場合、その祠の下の部分だけ屋上に届くパイプに土を詰めるなどして地面を屋上まで持ち上げている

例もある程である。　　次に空に接している事。　当然社殿の上を覆う様な構造物を造ってはいけない。

残りのもう一つの必須条件が、森を有している事で、神社にとって森は欠かせない条件なのだ。

　そんな木だから、市に出る時も特別に”社木”と呼ばれ特別視される。　「社木が出ている」 と聞けば

遠くからも買いに来る業者が居るほどで、一般のスギ材とは全く別物である。

　とは言え、元々木材として育てた訳では無いので、年数こそあれ様々な姿をしている。

深い神社林の中で周りの木と競争して育った木は、無傷で若いうちに節が無くなる。こういった物は

1本で１,０００,０００円以上に達する事があるが、まれな事である。

今回の市でも22本が出品されているが、ほとんど 10cm 程もある様な大きな節があり、色も悪い。

太いからと言って、使える部分は1/3ほどあれば良い方なので材積で割れば単価は安く見える。

今回も”使えるのはこの一本だけだな”と思っていた物件に 28,000円/㎥ 程の値が付いたが、

何とか売れた物は 12,000円/㎥程度で、その他の多くは応札が無かった様だ。


